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教
学
講
演
会
（
令
和

(
2
0
2
2
)

年

月

日
）

4

10

1

金
光
大
神
、
神
社
神
職
に
な
る

金
光
教
教
学
研
究
所
所
員

岩
崎
繁
之

は
じ
め
に

今
秋
刊
行
の
紀
要
『
金
光
教
学
』
第

号
、「
金
光
大
神
に
お
け
る
神
社
神
職
の
活
動
の
様
相
」

62

□
・
慶
応

年

月
か
ら
明
治

年

月
ま
で
の
あ
い
だ
、
金
光
大
神
は
神
職
で
あ
っ
た
と
い
う
実
態
を
究
明
し

3

2

4

11

た
も
の

も
と
も
と
の
関
心
…
直
筆
資
料
か
ら
、
金
光
大
神
の
神
伝
（
御
知
ら
せ
）
受
け
と
め
の
様
子
を
究
明

□
・
そ
の
一
つ
と
し
て
、
金
光
大
神
当
人
に
と
っ
て
安
政

年

月

日
の
神
伝
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ

6

10

21

て
い
た
の
か

・
「
お
知
ら
せ
事
覚
帳
」
と
「
金
光
大
神
御
覚
書
」
の
記
述
に
違
い

・
そ
の
中
間
の
時
期
に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
覚
帳
」
明
治

年
の
箇
所
に
、
安
政

年
の
同
事
蹟
か
ら
明

4

6

治

年
ま
で
の
〈

年
間
〉
の
信
仰
活
動
を
振
り
返
ら
せ
て
い
る
神
伝
が
あ
る

4

13

・
そ
こ
に
は
、
「
六
角
畳
」
を
片
付
け
よ
と
い
う
神
伝
が
あ
り
、
こ
の
「
六
角
畳
」
は
神
職
を
象
徴
す
る
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る

・
そ
も
そ
も
金
光
大
神
に
神
社
神
職
と
し
て
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

安
政

年
か
ら
明
治

年
ま
で〈

年
間
〉
の
金
光
大
神
の
信
仰
活
動
に
、
神
社
神
職
と
し
て
の
実
態
は
あ
っ
た
か
？

6

4

13

□
・
教
祖
伝
記
『
金
光
大
神
』
（
金
光
教
本
部
教
庁
、2

0
0
3

年
）
の
記
述

国
の
制
度
改
革
の
手
が
、
神
主
職
、
神
社
に
ま
で
次
第
に
伸
び
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
影
響
は
全
光
大

神
の
神
勤
に
も
及
ん
で
き
た
。
金
光
大
神
の
場
合
は
、
従
来
続
け
て
き
た
神
主
職
と
い
う
名
目
で
の
神
勤
行

為
が
、
禁
止
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
。
（
二
三
四
～
二
三
五
頁
）

金
光
大
神
は
、
こ
の
時
、
金
神
社
神
主
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
宮
を
建
築

し
、
布
教
の
公
認
を
得
る
た
め
の
名
目
上
の
も
の
だ
っ
た
。
幕
末
以
来
の
神
主
職
の
資
格
が
、
こ
の
規
則
に

よ
っ
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
情
勢
に
あ
っ
た
。
金
光
大
神
の
よ
う
に
、
一
民
衆
の
身
で
、
独
自
な
神

と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
、
布
教
を
始
め
た
立
場
に
あ
る
者
は
、
当
然
、
国
が
定
め
る
神
官
か
ら
は
外
れ
た
。

（
二
三
九
頁
）

・
教
祖
伝
記
で
は
、
金
光
大
神
の
神
社
神
職
の
資
格
は
、
金
神
の
宮
建
築
や
布
教
合
法
化
の
た
め
の
「
名
目
」

や
「
名
目
上
」
で
、
神
社
神
職
と
し
て
の
実
態
は
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス

・
こ
の
解
釈
の
要
因
と
し
て
、
大
谷
村
庄
屋
文
書
の
小
野
家
資
料
に
は
役
職
に
関
わ
る
公
的
な
記
録
の
み
で
あ

り
、
ま
た
、
金
光
大
神
の
手
許
の
資
料
に
は
神
社
神
職
と
し
て
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
ほ
ぼ
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
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そ
の
後
、
神
社
神
職
に
関
す
る
教
学
研
究
の
成
果

□
・
加
藤
実
・
荒
垣
寧
範
「
浅
尾
藩
領
大
谷
村
に
お
け
る
氏
神
祭
祀
と
神
職
金
光
河
内
」
（
紀
要
『
金
光
教
学
』

第

号
、2

0
0
7

年
）

47

・
特
に
荒
垣
は
、
神
社
神
職
は
名
目
に
収
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
実
態
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
こ
と

で
、
研
究
所
で
収
集
さ
れ
て
い
た
資
料
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
究
明

・
加
藤
・
荒
垣
論
考
で
は
、
金
光
萩
雄
が
金
光
河
内
名
代
と
し
て
浅
尾
藩
役
所
に
出
入
り
し
て
い
た
様
子
を
提

示
金
光
大
神
の
手
許
等
で
作
成
さ
れ
た
記
録
類
の
収
集

□
・
さ
て
、「
御
金
神
様
御
さ
し
む
け
金
銭
出
入
帳
」（
「
出
入
帳
」
）
、「
金
光
大
神
年
譜
帳
」（
「
年
譜
帳
」
）
な
ど
、

近
年
、
収
集
さ
れ
た
金
光
大
神
事
蹟
に
関
す
る
資
料
に
は
、
金
光
大
神
自
身
が
神
職
で
あ
っ
た
時
期
に
藩
と

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
様
子
が
記
載

・
ま
た
、
萩
雄
が
、
「
神
職
金
光
河
内
名
代
」
の
役
割
を
担
っ
て
活
動
し
て
い
る
記
録
も

○
社
会
的
に
、
金
光
大
神
は
神
社
神
職
と
し
て
見
な
さ
れ
、
扱
わ
れ
て
い
る
。
当
人
も
神
職
と
し
て
職
務
を
担

っ
て
い
る
可
能
性
が
浮
か
ぶ

…

こ
の
こ
と
を
究
明
し
た
論
文

論
文
構
成

□「
金
光
大
神
に
お
け
る
神
社
神
職
の
活
動
の
様
相
」

は
じ
め
に

一
、
白
川
家
門
下
の
神
職
補
任
へ
向
け
た
動
き

…
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
神
社
神
職
に
な
っ
た
の
か
？

二
、
神
社
神
職
補
任
以
降
の
献
金
を
通
じ
た
藩
と
の
関
わ
り
…
神
社
神
職
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
？
①

三
、
神
仏
分
離
施
策
に
関
わ
る
神
社
神
職
の
役
割

…
神
社
神
職
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
？
②

―
名
代
萩
雄
に
よ
る
実
務
―

四
、
見
返
さ
れ
る
信
仰
活
動

…
改
め
て
記
録
を
通
じ
て
信
仰
活
動
を
ど
の
よ
う
に
見
返
し
た
の
か

お
わ
り
に

金
光
大
神
、
神
社
神
職
に
な
る

修
験
者
か
ら
無
資
格
祈
念
行
為
の
問
題
指
摘
と
許
状
取
得

□
・
文
久

年

月
、
大
谷
村
庄
屋
へ
、
小
坂
の
蓮
行
院
他
か
ら
無
資
格
で
の
祈
念
行
為
の
訴
え

2

3

・

月
、
修
験
の
五
流
尊
瀧
院
と
神
道
の
吉
田
家
か
ら
、
同
時
に
居
宅
祈
念
に
関
わ
る
許
状
を
取
得

6

こ
の
時
、
吉
田
家
よ
り
領
主
旗
本
蒔
田
家
に
こ
の
旨
の
報
告
を
指
示
さ
れ
た
が
庄
屋
は
内
済
に
と
ど
め
た

・
文
久

年
（
元
治
元
年
）
正
月
朔
日
、
宮
建
築
の
神
伝
。
す
ぐ
さ
ま
村
役
人
を
通
じ
て
藩
へ
届
出
の
上
、
神

4

道
の
白
川
家
へ
入
門
。
段
階
を
経
て
格
を
上
げ
、
神
社
神
職
補
任
を
得
る
動
き
へ

・
元
治
元
年

月

日
、
入
門
、
自
宅
で
の
居
宅
祈
念
許
さ
れ
る

4

9

・
慶
応

年

月

日
、
「
冠
布
斎
服
浅
黄
差
貫
」
の
着
用
と
、
「
河
内
」
と
称
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る

2

10

2
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・
慶
応
元
年
…
お
よ
そ
金
二
百
二
十
三
両

・
慶
応
二
年
…
お
よ
そ
金
三
百
五
十
二
両

・
慶
応

年

月

日
、
領
主
へ
百
両
の
献
金
申
し
出

2

11

10

・

日
、
百
両
の
献
金
を
納
め
る

21

・

月

日
、
役
人
等
ヘ
計
二
十
二
両
二
歩
の
礼
金

12

19

・

月
、
村
役
人
を
通
じ
て
藩
に
添
翰
を
願
い
出
る

12

・
慶
応

年

月

日
、
藩
の
添
翰
を
持
っ
て
、
白
川
家
へ
神
職
補

3

2

20

任
を
願
い
出

・

日
、
補
任
状
を
受
け
る

22

・

月

日
、
萩
雄
が
藩
役
所
へ
神
職
補
任
の
報
告

3

9

・

日
、
金
光
河
内
、
浅
尾
藩
よ
り
呼
び
出
さ
れ
、

11

名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る

・

日
、
帰
宅
。
翌

～

日
の
間
、
近
隣
、
村
役

12

13

16

場
、
本
谷
上
下
、
小
田
別
所
、
津
新
田
、

夕
崎
と
、
村
中
の
者
を
呼
ん
で
振
る
舞
う

・

日
、
藩
（
家
老
連
名
）
よ
り
「
祈
願
所
」

22

・

月

日
、
奉
行
連
名
に
よ
り
御
神
刀
奉
納

5

10

●
こ
れ
ら
の
動
き
に
よ
り
、
社
殿
は
な
い
も
の
の
、
「
金
神
社
」
が

事
実
上
成
立
し
、
「
金
光
河
内
（
金
光
大
神
）
」
が
そ
の
神
社
神

職
と
な
っ
た
こ
と
が
周
知
の
こ
と
と
な
る

慶
応
二
寅
十
一
月
二
十
一
日
御
礼
金
納
め
。

内
、
子
年

元
治

元
年

よ
り
村
役
願
い
、
三
年
ぶ
り
か
な
い
。

(
)

一
、
御
上
金
百
両

献
上
仕
り
申
し
候
、
以
上
。

一
、
蒔
田
相
模
守
様世

話
人

森田

八
右
衛
門

[
]川手

保
平

両
人
使
い

[
]

庄
屋
小
野
慎
一
郎
へ
金
納
め

十
二
月
十
九
日
渡
し

ま
た
浅
尾
役
人
中

礼
金

同
庄
屋
納
め

亀
山
幸
右
衛
門

一
、
金
九
両

御
奉
行
様
三
軒

二
階
堂
勇
右
衛
門

平
田
慎
作

二
階
堂
民
之
丞

一
、
同
六
両

御
代
官
様
三
軒

池
上
金
之
丞

森
川
郷
右
衛
門

一
、
同
二
両

中
島
様
寺
社
方

一
、
同
二
両

大
庄
屋
二
軒

難
波
忠
五
郎

吉
富[

融
三

郎

]

一
、
同
五
両

庄
屋

小
野
氏
御
礼
金

〆
金
百
二
十
二
両
二
歩

（
「
出
入
帳
」
三
丁
裏
）

〈
慶
応
元
年
〉

一
、
十
九
貫
六
百
五
十
目

〈
慶
応
二
年
〉

慶
応
二
丙
寅
年

一
、
金

百
十
九
両
二
歩
三
朱

一
、
札

十
九
貫
三
百
八
匁

一
、
百
銭

二
百
七
十
九
枚

一
、
銭
百
四
十
文
さ
し

二
百
十
五
本

（
「
出
入
帳
」
一
三
丁
表
）

〈
慶
応
三
年
〉

卯
年

慶
応

三
年

(
)

一
、
金

百
八
十
三
両
一
朱

一
、
札

二
十
四
貫
百
九
匁

一
、
百
銭

百
七
十
九
枚

一
、
銭
百
四
十
文
さ
し

三
百
五
十
本

七
十
文
使
い
通
用

寅
卯
銭

時
の
通
用

一
貫
百
三
十
目

（
「
出
入
帳
」
一
三
丁
裏
）

神
主

金
光
河
内

金
乃
大
神
霊
験
奇
特
ニ
付

・
今
武
運
長
久
領
内
安
全
之

為
祈
願
所
上
差
許
候
条
怠

崇
敬
無
怠
可
相
勤
御
沙
汰

候
事慶

應
三
年

三
月
二
十
二
日

角
田
正
五
之
輔

垪
和
麻
之
進（

「
祈
願
所
差
許
書
」
）

神
主金

光
河
内

御
神
刀

壱
振

津
田
越
前
守
助
廣

長
弐
尺
参
寸
八
分

右
御
奉
納
相
成
候
事

慶
應
三
年

五
月
十
日

二
階
堂
勇
右
衛
門

中
嶌
傳
七
郎

二
階
堂
小
一
郎（

「
御
神
刀
奉
納
書
」
）
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金
光
大
神
、
も
っ
と
神
社
神
職
に
な
る

、
藩
主
と
の
謁
見
と
献
金
（
明
治
元
年
）

1
□・

慶
応

年

月

日
、
「

日
」
に
藩
主
と
謁
見
の
連

4

3

8

9

絡
受
け
浅
尾
陣
屋
へ
向
か
う
が
、
役
人
の
手
違
い
で
「
8

日
」
が
当
日
で
あ
っ
た

・

月

日
、
金
光
大
神
単
独
で
藩
主
と
謁
見
、
そ
の
後
、

4

10

神
に
藩
へ
の
献
金
を
伺
い
、
金
六
十
両
を
許
さ
れ
る

・
同
時
期
、
金
光
浅
吉
（
金
吉
）
名
義
で
も
金
六
十
両
の

献
金

・
是
等
に
よ
り
、
閏

月
朔
日
、
金
光
大
神
に
は
紋
付
き

4

裃
が
下
付
、
浅
吉
に
は
徒
士
役
就
任
と
五
石
へ
の
加
増

【
こ
の
頃
の
浅
尾
藩
財
政
】

・
文
久

年
に
、
加
増
な
く
七
千
七
百
石
か
ら
一
万
石
に

3

・
大
名
に
相
応
し
い
陣
屋
を
浅
尾
に
建
築
、
そ
れ
ま
で
は
代
官
所

・
元
治
元
年
、
京
都
見
回
り
役
就
任
に
よ
り
、
軍
事
関
係
の
出
費
か
さ
む

・
慶
応

年

月
、
倉
敷
・
浅
尾
騒
動
に
て
、
浅
尾
陣
屋
焼
失

2

4

・
同
年

月
、
藩
か
ら
領
内
へ

か
年
の
倹
約
令
、
一
方
で
、
村
か
ら
度
々
藩
へ
献
金

12

5

・
慶
応

年

月
、
借
財
の
た
め
、
蔵
元
、
御
用
達
等
へ
三
千
両
、
領
内
村
々
へ
高
掛
用
金
一
万
二
千
両
の
調
達

3

6

→
浅
尾
藩
は
、
非
常
に
財
政
困
窮
、
一
方
で
広
前
（
金
神
社
）
は
御
発
行
。
藩
の
要
請
（
難
儀
）
に
応
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
宮
の
建
築
は
停
滞
・
頓
挫

、
名
代
萩
雄
を
通
じ
た
役
割
（明
治

・

年
）

2

2
3

□・
明
治
元
年

月
、
老
い
を
理
由
に
、
萩
雄
を
「
神
職
金
光
河
内
名
代
」
と
す
る
よ
う
藩
へ
願
い
出

12

・
こ
の
時
に
金
光
河
内
名
義
で
金
四
十
両
、
金
吉
名
義
で
金
二
十
五
両
が
献
金

・
金
光
大
神
は
、
神
仏
分
離
令
に
よ
る
神
社
行
政
へ
の
関
わ
り
で
、
神
職
と
し
て
藩
の
役
所
へ
出
向
の
用
務
（
慶

応

年

月
）

4

8

・

月

日
、
萩
雄
は
、
藩
か
ら
有
志
役
時
の
名
字
帯
刀
を
引
き
続
き
許
さ
れ
た
上
で
、「
神
職
金
光
河
内
名
代
」

12

25

を
許
さ
れ
る

【
神
社
行
政
実
務
の
様
子
】

・
大
谷
村
と
須
恵
村
の
各
社
に
祀
ら
れ
た
仏
像
や
仏
号
の
札
等
の
確
認
・
藩
へ
の
報
告
、
処
分

・
神
社
社
号
の
改
号

例

賀
茂
大
明
神

→

賀
茂
神
社

荒
神
宮

→

荒
神
社

・
書
類
を
作
成
し
て
、
藩
役
所
へ
届
出
。
報
告
書
に
は
、
「
金
光
河
内
」
は
藩
の
神
職
五
人
中
三
番
目
に
記
載

・
萩
雄
は
、
浅
尾
の
社
寺
役
所
や
大
谷
村
、
須
恵
村
関
係
者
へ
頻
繁
に
お
も
む
き
、
調
整

〈
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
〉

辰
年

明
治

元
年

か
ら
銭
二
百
文
さ
し
改
め
仰
せ
付
け
ら
れ
候

(
)

一
、
金

百
四
十
二
両
二
歩
一
朱

一
、
札

十
九
貫
百
十
六
匁

一
、
百
銭

三
百
六
十
一
枚

一
、
銭
二
百
改
め
さ
し

百
四
十
三
本

（
「
出
入
帳
」
一
三
丁
裏
）

〈
明
治
二
年
〉

明
治
二
己
巳
年
改
め
仰
せ
付
け
ら
れ
候

一
、
金

百
二
十
八
両

一
、
金
札

三
十
一
両
一
朱

一
、
百
銭

六
百
三
十
一
枚

一
、
銭
二
百
改
め
さ
し

二
百
四
十
六
本

一
、
四
文
銭

六
十
文

通
用
九
匁
六
分

一
、
札

二
十
二
貫
百
二
十
八
匁
二
分

（
「
出
入
帳
」
一
四
丁
表
）
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【
村
内
神
社
の
祭
典
執
行
】

・
明
治

年
の
早
馬
神
社
の
祭
礼
執
行
を
担
う
こ
と
も

3

・
祭
礼
執
行
に
つ
き
、
早
馬
神
社
で
は
神
田
筑
前
と
金
光
河
内
が
交
互
に
神
勤
す
る
こ
と
や
初
穂
の
等
分
が
事
前

に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
祭
礼
の
前
に
萩
雄
が
筑
前
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る

・
ま
た
、
祭
礼
に
関
わ
っ
て
装
束
は
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
（
金
光
河
内
が
そ
ろ
え
て
い
た
の
か
）
、
冠
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
玉
島
の
住
吉
神
社
の
神
主
に
借
り
た
と
い
う
記
述
も

【
萩
雄
が
正
式
な
神
職
に
な
る
動
き
】

・
浅
尾
藩
の
神
職
筆
頭
で
あ
る
梅
谿
直
衛
に
、
萩
雄
が
神
職
と
な
る
こ
と
を
相
談
。
藩
の
社
寺
行
政
の
役
人
に
も

相
談

・
神
職
の
許
認
可
は
、
京
都
の
白
川
家
お
よ
び
吉
田
家
か
ら
、
東
京
の
神
祇
官
に
移
り
、
詳
細
不
明
。
様
子
見
と

の
返
答

・
金
光
家
（
金
光
大
神
、
と
せ
、
萩
雄
に
加
え
て
、
宅
吉
、
く
ら
、
こ
の
）
全
員
に
神
葬
祭
が
認
め
ら
れ
、
神
職

家
と
な
る

・
明
治

年
の
時
点
で
、
金
光
大
神
当
人
や
家
族
、
村
、
藩
は
、
金
光
大
神
を
神
社
神
職
と
し
て
、
金
光
家
は
神

3

職
家
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
共
通
認
識
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る

明
治

年
の
動
き

4

□・
明
治

年
に
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
旧
領
主
が
廃
さ
れ
東
京
へ
移
る

4

・
政
府
が
任
命
し
た
知
事
が
就
任
。
中
央
集
権
体
制
の
確
立
へ

・
藩
士
も
失
職

・
そ
れ
ま
で
浅
尾
藩
で
の
、
神
職
金
光
河
内
（
金
光
大
神
）
「
准
七
等
官
」
、
名
代
萩
雄
「
八
等
官
」
扱
い
も
廃

止
・
ち
な
み
に
明
治

年
に
戸
長
と
な
る
川
手
堰
は
「
准
八
等
」
、
金
光
金
吉
は
「
九
等
」

5

・

月

日
、
従
来
の
神
職
制
度
が
廃
さ
れ
、
金
光
大
神
は
神
社
神
職
で
な
く
な
る

11

15

・
た
だ
し
、
当
分
の
間
は
、
活
動
を
認
め
る
と
い
う
県
（
政
府
）
の
ス
タ
ン
ス

金
光
大
神
、
神
社
神
職
も
含
め
た
〈

年
間
〉
の
信
仰
活
動
を
、
記
録
か
ら
見
返
す

13

「
覚
帳
」
明
治

年
の
本
紙
と
貼
紙

4

□・
「
覚
帳
」
本
紙

月

日
の
神
伝
、
安
政

年

月

日
か
ら
明
治

年
ま
で
の
「
十
三
年
」
間
を
振
り
返
り

2

3

6

10

21

4

・
そ
の
上
に
貼
ら
れ
た
貼
紙
正
月
の
神
伝
、
安
政

年

月

日
が
「
は
じ
め
」
と
さ
れ
、
「
お
広
前
の
六
角
畳

6

10

21

と
ら
げ
い

か
た
づ

け

よ

」
と
の
命
じ

(
)

・
こ
の
貼
紙
は
、
断
定
は
出
来
な
い
も
の
の
、
「
天
地
金
乃
神
」
と
い
う
神
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明

治

年

月
以
降
の
作
成
と
推
察

4

12
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・
「
覚
帳
」
本
紙
の
神
伝
等
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
起
こ
る
前
に
知
ら
さ
れ
た
こ
と

［
以
下
略
］

・
「
覚
帳
」
貼
紙
の
神
伝
等
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
後
に
見
返
さ
れ
て
い
る

「
覚
帳
」
本
紙

解
読
文
（
抜
粋
）

□０

元
未
の
年

安
政

六

十
月
よ
り
肥
灰

農業

お
さ
し
と
め
。
当
年
、
年

(
)

(
)回

り
十
三
年
相
成
り
候
。

□１
明
治
四
辛
未
二
月
三
日
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
。

一
、
当
年
で
十
三
か
年
な
り
。
今
ま
で
た
び
た
び

難
、
不
時
を
受
け
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
不
時
あ
っ
て
も

苦
世
話
に
す
な
。

□２

同
四
月
六
日
、
西
六
信
者
夫
婦

高
橋
藤
吉

・

富

枝

ま
い
り
、
不
評
の

(
)

話
い
た
し
。
此
方
に
は
何
事
も
な
し
と
申
し
。

□４
そ
の
後
、
世
間
、
不
評

申
し
候
、
聞
き
。

□５
同
五
月
二
十
四
日
お
知
ら
せ
。

棟
梁
は
ら
わ
た
が
く
さ
り
、

普
請
成
就
せ
ず
。

［
以
下
略
］

「
覚
帳
」
貼
紙

解
読
文

①
未
年

明
治

四

正
月
、

(
)

一
、
お
広
前
の
六
角
畳
と
ら
げ
い

か
た
づ

け

よ

(
)

と
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
。
は
じ
め
よ
り
十
三
年

の
年
回
り
。
ど
の
よ
う
な
不
時
あ
っ
て
も

苦
世
話
に
す
な
。

②
四
月
六
日
、
西
六
先
生
夫
婦
ま
い
り
、
不
評

の
話
い
た
し
。
此
方
に
は
な
ん
に
も
知
ら
ん

と
申
し
候
。
出
社
中
組
み
、
押
し
か
け

強盗

に
行
っ
た
と
申
し
、

(
)

話
し
。

③
世
話
方
、
広
前
歳
書
す
る
こ
と
、
お
と
め
に
な
り
、

同
十
日
き
り
に
て
、
天
地
金
乃
神
様
よ
り
。
午
生
ま
れ

保
平
。

④
そ
の
後
、
世
間
に
不
評
あ
り
、
お
い
お
い
聞
き
。
ま
い
り

少
な
し
。

浅
尾
お
上
も
聞
き
合
わ
せ
に
出
さ
れ
。

ど
こ
に
も
何
事

も
な
し
、
う
そ
な
り
。
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・
こ
の
よ
う
な
動
き
に
並
行
し
て
、
「
御
金
神
様
御
さ
し
む
け
金
銭
出
入
帳
」
（
「
出
入
帳
」
）
や
「
金
乃
神
様
金

子
御
さ
し
む
け
覚
帳
」
（
「
金
子
覚
帳
」
）
も
作
成

・
「
出
入
帳
」

…
神
の
祈
念
資
格
取
得
や
藩
へ
の
経
費
（
支
出
）
、
安
政

年
か
ら
明
治

年
ま
で
の

年
間

6

4

13

の
金
銭
初
穂
（
収
入
）
を
収
録
し
た
帳
面

・
「
金
子
覚
帳
」
…
安
政

年
か
ら
明
治
元
年
あ
た
り
ま
で
の
参
拝
し
た
者
等
へ
の
金
銭
融
通
に
関
す
る
帳
面
。

6

吉
田
家
や
五
流
尊
瀧
院
か
ら
の
許
状
取
得
に
関
わ
る
費
用
や
、
宮
建
築
に
関
わ
る
費
用
、
修

験
関
係
者
へ
の
「
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
」
の
支
出
を
含
む

・
金
銭
の
収
支
を
取
り
ま
と
め
な
が
ら
、
活
動
の
歴
史
を
見
返
し
て
い
る

・
加
え
て
、
明
治

年

月
に
は
「
金
光
大
神
年
譜
帳
」
起
筆
の
神
伝
が
あ
り
、
金
光
大
神
出
生
か
ら
の
生
涯
を

4

12

振
り
返
り
、
記
録
と
し
て
書
き
出
す
取
り
組
み
が
生
じ
て
い
る

○
こ
れ
ら
の
記
録
作
成
や
そ
の
見
返
し
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
金
光
大
神
は
神
社
神
職
と
し
て
の
役
割
も
含
め
、
信
仰
活
動
全

体
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
継
続
的
に
見
直
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う

お
わ
り
に

・
加
藤
実
・
荒
垣
寧
範
「
浅
尾
藩
領
大
谷
村
に
お
け
る
氏
神
祭
祀
と
神
職
金
光
河
内
」
（
紀
要
『
金
光
教
学
』

第

号
、2

0
0
7

年
）
で
提
示
さ
れ
た
神
社
神
職
の
実
態
を
よ
り
具
体
化

47

・
社
会
的
に
、
金
光
大
神
は
神
社
神
職
と
し
て
見
な
さ
れ
、
扱
わ
れ
て
い
る
。
当
人
も
神
職
と
し
て
職
務
を
担

っ
て
い
る
実
際
を
示
し
た

そ
う
と
し
て
、
少
し
だ
け
安
政

年

月

日
の
事
蹟
（
「
立
教
神
伝
」
）
と
の
関
わ
り
に
ふ
れ
て
み
る

6

10

21

「
覚
帳
」安
政

年

月

日
の
条

6

10

21

□

当
十
月
二
十
一
日
お
知
ら
せ
。
麦
ま
き
し
ま
い
安
心
い
た
し
。
色
紙
五
枚
買
い
、
五
色
の
幣
切
り
て
あ
げ
。

こ
の
幣
を
切
り
境
に
肥
灰
（
農
業
）
さ
し
と
め
に
相
成
り
候
。
お
い
お
い
家
業
や
め
と
仰
せ
つ
け
ら
れ
候

。

「
年
譜
帳
」
の
安
政

年

月

日
の
条

6

10

21

□

同
十
月
廿
一
日
、
肥
灰
御
差
し
止
め
に
相
成
り
候
。

「
覚
書
」
の
安
政

年

月

日
の
条

6

10

21

□

未
九
月
十
日
お
知
ら
せ
。
当
年
麦
ま
き
、
二
十
日
ご
ろ
よ
り
来
月
二
十
二
三
日
ご
ろ
ま
で
ま
き
、
よ
し
。
気

を
せ
る
な
。
そ
の
間
に
は
ま
か
す
。
当
年
は
せ
が
れ
に
牛
使
わ
せ
。
地
が
う
げ
よ
う
と
う
げ
ま
い
と
、
ゆ
が

も
う
と
、
ま
ま
と
思
い
、
任
し
て
お
き
。
人
が
来
て
頼
む
の
に
、
牛
使
い
さ
い
て
は
（
使
い
か
け
で
は
）
も

ど
ら
れ
ん
。
み
ぞ
は
切
り
さ
い
て
も
、
も
ど
り
て
拝
ん
で
や
っ
て
や
っ
て
も
、
ら
く
。
牛
使
い
は
じ
め
に
、

土
手
根
の
田
、
札
場
の
田
へ
ま
い
り
。
牛
が
荒
れ
る
か
ら
使
い
か
け
し
て
や
れ
と
妻
が
申
し
。
私
使
い
か
け

仕
り
。
と
び
歩
き
、
手
に
合
わ
ず
。
口
を
取
り
て
も
ど
う
な
ら
ず
。
私
考
え
、
こ
れ
は
神
様
お
知
ら
せ
と
思
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い
つ
き
、
せ
が
れ
に
使
え
と
申
し
。
お
せ
（
大
人
）
の
手
に
合
わ
ん
も
の
が
子
供
の
手
に
ど
う
合
う
も
の
か

と
、
妻
せ
が
れ
と
も
申
し
。
わ
が
手
に
は
合
わ
い
で
も
使
う
て
み
い
、
ら
く
じ
ゃ
。
せ
が
れ
使
う
て
牛
静
か

に
な
り
。
妻
せ
が
れ
に
、
ど
う
な
ら
、
恐
れ
入
れ
と
、
私
申
し
。
せ
が
れ
十
五
歳
、
牛
使
い
渡
し
。
私
は
、

麦
ま
き
さ
い
て
も
、
人
が
来
ら
れ
、
う
ち
よ
り
呼
び
に
来
る
、
も
ど
り
、
拝
ん
で
あ
げ
。
十
月
二
十
一
日
ま

で
に
麦
ま
き
し
ま
い
。

天
地
金
乃
神
様
御
礼
申
し
あ
げ
。
麦
ま
き
み
て
（
終
わ
っ
て
）
安
心
い
た
し
、
色
紙
五
枚
買
う
て
来
い
、
と

お
知
ら
せ
。
紙
買
う
て
ま
い
り
、
お
願
い
あ
げ
。
五
枚
重
ね
て
、
七
五
三
の
ち
ぢ
み
つ
け
て
幣
切
り
。
幣
串

か
ね
で
二
尺
五
寸
、
改
め
あ
げ
、
と
お
知
ら
せ
。
で
き
し
だ
い
に
、
お
改
め
お
願
い
あ
げ
。

（
こ
こ
か
ら
「
立
教
神
伝
」
）

金
子
大
明
神
、
こ
の
幣
切
り
境
に
肥
灰
（
農
業
）
さ
し
と
め
る
か
ら
、
そ
の
分
に
承
知
し
て
く
れ
。
外
家
業

は
い
た
し
、
農
業
へ
出
、
人
が
願
い
出
、
呼
び
に
来
、
も
ど
り
。
願
い
が
す
み
、
ま
た
農
へ
出
、
ま
た
も
呼

び
に
来
。
農
業
す
る
間
も
な
し
、
来
た
人
も
待
ち
、
両
方
の
さ
し
つ
か
え
に
相
成
り
。
な
ん
と
家
業
や
め
て

く
れ
ん
か
。
其
方
四
十
二
歳
の
年
に
は
、
病
気
で
医
師
も
手
を
放
し
、
心
配
い
た
し
、
神
仏
願
い
、
お
か
げ

で
全
快
い
た
し
。
そ
の
時
死
ん
だ
と
思
う
て
欲
を
放
し
て
、
天
地
金
乃
神
を
助
け
て
く
れ
。
家
内
も
後
家
に

な
っ
た
と
思
う
て
く
れ
。
後
家
よ
り
ま
し
、
も
の
言
わ
れ
相
談
も
な
り
。
子
供
連
れ
て
ぼ
と
ぼ
と
農
業
し
お

っ
て
く
れ
。
此
方
の
よ
う
に
実
意
丁
寧
神
信
心
い
た
し
お
る
氏
子
が
、
世
間
に
な
ん
ぼ
う
も
難
儀
な
氏
子
あ

り
、
取
次
ぎ
助
け
て
や
っ
て
く
れ
。
神
も
助
か
り
、
氏
子
も
立
ち
行
き
。
氏
子
あ
っ
て
の
神
、
神
あ
っ
て
の

氏
子
、
末
々
繁
盛
い
た
し
、
親
に
か
か
り
子
に
か
か
り
、
あ
い
よ
か
け
よ
で
立
ち
行
き
、
と
お
知
ら
せ
。

一
つ
、
仰
せ
ど
お
り
に
家
業
や
め
て
、
お
広
前
相
勤
め
仕
り
。
安
政
六
己
未
十
月
。

・
「
覚
書
」
は
明
治

年
旧

月

日
の
神
伝
に
よ
り
起
筆

7

10

15

・
神
職
も
含
め
た
信
仰
活
動
の
見
返
し
を
経
て
か
、
そ
の
渦
中
に
始
め
ら
れ
た
の
が
「
覚
書
」
執
筆
の
取
り
組
み

・
波
線
部
に
注
目
す
る
と
、
見
返
し
と
さ
ら
な
る
執
筆
を
通
じ
て
、
神
前
奉
仕
専
念
に
は
じ
ま
る
信
仰
活
動
の
起

こ
り
の
あ
り
様
へ
の
関
心
と
、
果
た
し
て
何
が
大
事
な
こ
と
な
の
か
と
い
う
問
題
が
立
ち
現
れ
て
い
っ
た
様
子

が
浮
か
ぶ



文
化

香
取
好
之
丞
出
生
、
文
化

･
･

森
田
八
右
衛
門
出
生
、
文
化

･
･

実
姉
た
み
出
生

2

6

3

15

7

3

17

歳

文
化

甲
戌

1
8
1
4

歳

文
政

甲
申

1
8
2
4

歳

天
保

甲
午

1
8
3
4

歳

天
保

･
･

1
8
4
4

1

11

11

7

21

5

31

15

12

2

･
(

･
)

出
生
香
取
源
七

弘
化
元
甲
辰

8

16

9

29

十
平

、
し
も

こ
の
年
文
治
に
改
名

38

32

･
橋
本
卯
平
出
生

･

実
妹
り
う
死
去

12

20

5

1

17

歳

文
化

乙
亥

1
8
1
5

歳

文
政

乙
酉

1
8
2
5

歳

天
保

乙
未

1
8
3
5

歳

弘
化

乙
巳

1
8
4
5

2

12

12

8

22

6

32

2

･

養
子
川
手
文
治
郎

･

三
男
延
治
郎
出
生

11

26

2

8

粂
治
郎

、
い
わ

55

35

歳

文
化

丙
子

1
8
1
6

歳

文
政

丙
戌

1
8
2
6

歳

天
保

丙
申

1
8
3
6

歳

弘
化

丙
午

1
8
4
6

3

13

13

9

23

7

33

3

･

養
父
と
金
比
羅
参
り

･

鶴
太
郎

、

･

粂
治
郎

3

7

13

6

8

6

66

こ
の
年
、
手
習
い

死
去
、

･

と
せ

と
婚
姻

12

13

18

こ
の
年
赤
沢
に
改
姓

歳

文
化

丁
丑

1
8
1
7

歳

文
政

丁
亥

1
8
2
7

歳

天
保

丁
酉

1
8
3
7

歳

弘
化

丁
未

1
8
4
7

4

14

14

10

24

8

34

4

こ
の
年
、
手
習
い

･

長
女
ち
せ
出
生

9

17

･

川
崎
元
右
衛
門
出
生

2

17

･

二
代
白
神
出
生

9

14

歳

文
化

･
･

1
8
1
8

歳

文
政

戊
子

1
8
2
8

歳

天
保

戊
戌

1
8
3
8

歳

弘
化

･
･

1
8
4
8

5

15

4

22

15

11

25

9

35

5

2

28

文
政
元
戊
寅

嘉
永
元
戊
申

実
妹
り
う
出
生

･

ち
せ

死
去

6

13

2

･

初
代
白
神
出
生

5

25
歳

文
政

己
卯

1
8
1
9

歳

文
政

己
丑

1
8
2
9

歳

天
保

己
亥

1
8
3
9

歳

嘉
永

己
酉

1
8
4
9

6

2

16

12

26

10

36

2

･

古
川
と
せ
出
生

･

長
男
亀
太
郎
出
生

･

四
男
石
之
丞
出
生

2

6

6

15

4

25

･

実
弟
彦
助
出
生

･

高
橋
富
枝
出
生

5

12

10

28

歳

文
政

庚
辰

1
8
2
0

歳

文
政

･
･

1
8
3
0

歳

天
保

庚
子

1
8
4
0

歳

嘉
永

庚
戌

1
8
5
0

7

3

17

13

12

10

27

11

37

3

天
保
元
庚
寅

･

槙
右
衛
門

死
去

5

12

9

･

～

･

伊
勢
参
宮

･

牛
死
亡

7

15

8

7

7

18

歳

文
政

辛
巳

1
8
2
1

歳

天
保

辛
卯

1
8
3
1

歳

天
保

辛
丑

1
8
4
1

歳

嘉
永

辛
亥

1
8
5
1

8

4

18

2

28

12

38

4

･

義
弟
鶴
太
郎
出
生

･

牛
死
亡

8

17

7

18

粂
治
郎

、
い
わ

･

実
母
し
も

死
去

61

41

5

29

69

･

次
女
く
ら
出
生

12

15

歳

文
政

壬
午

1
8
2
2

歳

天
保

壬
辰

1
8
3
2

歳

天
保

壬
寅

1
8
4
2

歳

嘉
永

壬
子

1
8
5
2

9

5

19

3

29

13

39

5

こ
の
年
国
太
郎
に
改
名

･

亀
太
郎

死
去

8

18

4

正･

川
手
保
平
出
生

･

次
男
槙
右
衛
門
出
生

5

10

10

歳

文
政

癸
未

1
8
2
3

歳

天
保

癸
巳

1
8
3
3

歳

天
保

癸
卯

1
8
4
3

歳

嘉
永

癸
丑

1
8
5
3

10

6

20

4

30

14

40

6

･

実
父
十
平

死
去

8

18

70

正･

斎
藤
重
右
衛
門
出
生

24

･

実
弟
繁
右
衛
門
出
生

5

12
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歳

嘉
永

･
･

1
8
5
4

歳

文
久

･
･

1
8
6
4

歳

明
治

甲
戌

1
8
7
4

41

7

11

27

51

4

2

20

61

7

安
政
元
甲
寅

元
治
元
甲
子

旧

･

萩
雄
・
ゆ
き
、
こ
の･

才
吉

と
せ
【
一
子
大
神
】

11

25

･

五
男
宇
之
丞
出
生

正･

宮
建
築
の
神
伝

婚
姻
。
こ
の
年
、
く
ら･

恒
治
郎
婚
姻

明
治

･
･

(
･

･
)

死
去

歳

12

25

1

18

2

8

17

12

24

67

･

金
光
大
権
現
・
一
子
明
神

･
｢

覚
書｣

起
筆
神
伝

10

24

11

15

歳

安
政

乙
卯

1
8
5
5

歳

元
治

･
･

1
8
6
5

歳

明
治

乙
亥

1
8
7
5

宇
之
丞
→
虎
吉
→
宅
吉
【
金
光
四
神
】

42

2

52

2

4

7

62

8

･

叔
父
与
八

死
去

慶
応
元
乙
丑

明
治

･
･

死
去

歳

5

11

76

26

12

20

40
･

近
藤
藤
守
出
生

･

安
部
喜
三
郎
出
生

延
治
郎
→
浅
吉
→
金
吉
【
金
光
正
神
】

8

20

5

3

歳

安
政

丙
辰

1
8
5
6

歳

慶
応

丙
寅

1
8
6
6

歳

明
治

丙
子

1
8
7
6

明
治

･
･

死
去

歳

43

3

53

2

63

9

40

3

26

63

･

～

浅
吉

と
金
毘
羅
へ

･

い
わ

死
去

旧

･

し
げ
の
出
生

6

17

19

12

9

8

76

11

9

こ
の
頃
金
光
に
改
姓
カ

石
之
丞
→
萩
雄
→
大
陣
【
金
光
山
神
】

･

佐
藤
範
雄
出
生

･

河
内
を
許
さ
れ
る

大
正

･
･

死
去

歳

8

6

10

2

8

12

17

71

歳

安
政

丁
巳

1
8
5
7

歳

慶
応

丁
卯

1
8
6
7

歳

明
治

丁
丑

1
8
7
7

44

4

54

3

64

10

･

～

浅
吉
と
厳
島
神
社
へ

･

金
光
河
内
神
主
補
任

藤
井
く
ら
【
一
子
正
才
神
】

6

14

19

2

22

･

信
心
は
じ
め

･

金
光
河
内
名
字
帯
刀

昭
和

･
･

死
去

歳

10

13

3

11

3

5

14

78

神
の
頼
み
は
じ
め

･

実
兄
好
之
丞
死
去

8

23

63

歳

安
政

戊
午

1
8
5
8

歳

慶
応

･
･

1
8
6
8

歳

明
治

戊
寅

1
8
7
8

古
川
こ
の
【
一
子
末
為
神
】

45

5

55

4

9

8

65

11

正･

三
女
こ
の
出
生

明
治
元
戊
辰

旧

･

宅
吉
、
喜
代
と
婚
姻

昭
和

･
･

死
去

歳

17

9

9

21

10

15

89

･

文
治
大
明
神

･

生
神
金
光
大
神

旧

･

桜
丸
出
生

12

24

9

24

7

7

･

家
内
子
供
へ
神
号

数
え

11

1

歳

安
政

己
未

1
8
5
9

歳

明
治

己
巳

1
8
6
9

歳

明
治

己
卯

1
8
7
9

式
子

明
治

･
･

死
去

歳

46

6

56

2

66

12

38

11

11

24

正･

隠
居
御
知
ら
せ

喜
代

大
正

･
･

死
去

歳

4

3

3

57

･

金
子
大
明
神

藤
井
恒
治
郎

大
正

･
･

死
去

歳

6

10

8

8

11

70

･

肥
灰
御
差
し
止
め(

立
教)

ゆ
き

昭
和

･
･

死
去

歳

10

21

2

10

3

72

歳

安
政

･
･

1
8
6
0

歳

明
治

庚
午

1
8
7
0

歳

明
治

庚
辰

1
8
8
0

古
川
才
吉

昭
和

･
･

死
去

歳

47

7

3

18

57

3

67

13

5

5

8

78

万
延
元
庚
申

こ
の
頃
金
光
大
陣
に
改
名
カ

旧

･
(

･
)

攝
胤
出
生

満

6

30

8

5

攝
胤

昭
和

･
･

死
去

歳

38

4

13

82

･

森
田
八
右
衛
門
死

7

16

歳

万
延

･
･

1
8
6
1

歳

明
治

辛
未

1
8
7
1

歳

明
治

辛
巳

1
8
8
1

48

2

2

19

58

4

68

14

文
久
元
辛
酉

･｢

年
譜
帳｣

起
筆
神
伝

閏

･

桜
丸
死
去

12

7

24

歳

文
久

壬
戌

1
8
6
2

歳

明
治

壬
申

1
8
7
2

歳

明
治

壬
午

1
8
8
2

49

2

59

5

69

15

･

金
光
大
明
神

旧
正･

(
･

)

式
子
出
生

安
政

･

正･

朔

拍
手
お
許
し

11

23

27

3

16

5

金
神
下
葉
の
氏
子

･

実
弟
彦
助
死
去

･

初
代
白
神
死

･

手
に
御
知
ら
せ

10

16

34

4

24

65

3

15

歳

文
久

癸
亥

1
8
6
3

歳

明
治

癸
酉

1
8
7
3

歳

明
治

癸
未

1
8
8
3

･

口
で
御
知
ら
せ

50

3

60

6

70

16

7

13

旧

･

生
ま
れ
変
わ
り

旧

･
(

･
)

金
光
大
神
死
去

･

一
乃
弟
子

2

15

9

10

10

10

9

23

旧

･

天
地
書
附

と
せ

、
金
吉

、
萩
雄

、

3

15

65

39

35

旧

･
(

･
)

御
神
伝

く
ら

、
宅
吉

、
こ
の

8

19

10

10

33

30

26
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